
2026年度茨城⼤学模擬授業︓理学部

授業科⽬名 授業概要 分類番号 担当教員 模擬授業タイトル キーワード
オンライ
ン対応

50分前後
授業
対応可否

SDGｓ
該当番号

模擬授業
可能曜⽇時間帯

備考

S1 逢澤 正嵩 ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ 統計学、データ解析 〇 〇 応相談

S2 相⽻ 明 暗号について 暗号 × 〇
前期より後期の⽅が空いてま
す。

S3 ⾦久保 有輝 ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ ベクトル、代数学 ○ ○ 応相談

S4 下村 勝孝 ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ 円周率 〇 〇 応相談

S5 鈴⽊ ⾹奈⼦ ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ 差分⽅程式 〇 〇
前期・後期とも⾦曜のみ調整
可。

S6 ⻑⾕川 雄央 つながりの数理
複雑ネットワーク、ネットワーク科学、感染症の
数理

〇 〇 応相談

S7 藤間 昌⼀ ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ アルゴリズム、場合の数 × 〇 応相談

S8 村重 淳 ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ ⾮線形波動、数値計算 〇 〇 応相談

S9 渡邊 ⾠⽮ ⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖ 数理モデルと将来の予測に使われる⽅程式 〇 〇 応相談

S10 ⼭下 公⼦ 素粒⼦物理と暗⿊物質 素粒⼦物理と暗⿊物質 ○ 〇
前期︓⽉、⽕
後期︓⽉、⽕

S11 百武 慶⽂ 量⼦⼒学超⼊⾨ 量⼦⼒学 × 〇
前期︓⽕、⾦
後期︓⽔、⾦

S12 阪⼝ 真 素粒⼦と宇宙 素粒⼦と宇宙 ○ 〇
前期︓⽔⾦
後期︓⽉⽕

S13 桑原 慶太郎 磁⽯の不思議 磁⽯の不思議 ○ 〇
前期︓⽕
後期︓⽕

S14 横⼭ 淳 極低温の物質科学 極低温の物質科学 ○ 〇 応相談

S15 中野 岳仁 ナノ空間に超原⼦を創る ナノ空間に超原⼦を創る ○ 〇
前期︓⽉
後期︓⽔

S16 中川 尚⼦ 統計⼒学⼊⾨ 統計⼒学⼊⾨ ○ 〇
前期︓不可
後期︓⽉

S17 ⽶倉 覚則 電波で⾒る宇宙 電波天⽂学 ○ 〇
前期︓⽉、⽊、⾦
後期︓⽉、⾦

S18 ⽚桐 秀明 ガンマ線で⾒る宇宙 ガンマ線天⽂学 ○ ○
前期︓⽕
後期︓⽊、⾦

S19 釣部 通 宇宙の天体形成⼊⾨ 天体形成理論 ○ ○
前期︓⽊
後期︓⽉、⽊

理学科(物理学コース)
宇宙物理学⼊⾨

宇宙物理学は、物理学を駆使して宇宙で起こっている現象の背
後にある法則を理解する学問です。20世紀に⼊って物理学およ
び、様々な波⻑の光を観測する技術の発展に⽀えられて宇宙に
対する理解が急速に進んできました。
 授業では以下の3つのトピックの中から1つを解説したいと思
いますので、御希望のタイトルを選び、ご依頼ください。
 １．電波天⽂学 ２．ガンマ線天⽂学 ３．天体の形成理論

理学科(数学・情報数理コース)
⼤学で学ぶ数学ってなんだろう︖

⼤学で学ぶ数学（代数、幾何、解析、情報数理）について専⾨
家がそれぞれの⽴場から基本的な考え⽅から最新の研究までさ
まざまな話題を提供して数学の⾯⽩さを伝える。同時に数学と
社会とのつながりも学び進路を考える際のヒントを与えます

理学科(物理学コース)
素粒⼦物理⼊⾨

素粒⼦物理は物質の最⼩構成要素を突き⽌め、物理法則をこれ
らの相互作⽤から説明する学問です。現在知られている⼒は重
⼒、電磁⼒、弱い⼒、強い⼒の4種類の⼒で、重⼒以外の３つ
の⼒を記述する素粒⼦標準理論がヒッグス粒⼦の発⾒によって
確認されました。  素粒⼦物理の⽬的は未知の物理法則を物質
の最⼩構成要素の相互作⽤から説明することです。授業では素
粒⼦物理の最先端について紹介します。

理学科(物理学コース)
物質科学⼊⾨

物性物理学や統計物理学の分野では、物質に関する様々な興味
深い⾃然現象を対象とし、それらの機構などを物理学を⽤いて
理解することを⽬標としています。さらには現象を利⽤した機
能を引き出すことも盛んにおこなわれています。
 授業では、機能を引き出すための物質設計や物質に関連する
興味深い物理現象など、物質科学の最前線について平易に紹介
します。
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S20 ⼤友 征宇 ⽣物化学/光合成 〇 × 応相談

S21 ⾦ 幸夫
分析化学/レーザー/分光/ミクロ分析/顕微鏡で⾒た
世界

〇 〇 応相談

S22 ⼭⼝ 央 分析化学/レーザー/分光 × × 4,7,9 応相談

S23 ⻄川 浩之 物理化学/有機太陽電池 〇 × 応相談

S24 ⻄川 浩之 化学と物質・材料 物理化学/有機EL/有機半導体/エレクロニクス材料 〇 × 応相談

S25 島崎 優⼀ 化学反応を違う視点から眺めてみると…… 無機化学/分⼦の形と機能/化学反応 〇 × 4、7、9、13 ⽕曜⽇午後

S26 佐藤 格 化学と物質・材料 有機化学/分⼦の形と機能/化学結合/キラリティ × × 3、4、9 応相談

S27 横森 創 分⼦と性質・固体の性質 物理化学/固体中の電⼦物性/分⼦磁性体・導体 × 〇 ７、9 応相談

理学科（化学コース）
化学と物質・材料

私たちの⾝の回りには多様な有機化合物が存在しています。有
機化合物の構造や反応性を取り扱う化学の⼀分野が「有機化
学」です。今回の模擬授業では，
１．有機化学とは
２．なぜ有機化学を学ぶのか
３．有機化学反応の形式
４．ノーベル化学賞と有機化学
５．ほしいものだけをつくる有機化学
という内容を平易に解説し，「有機化学の基本的事項を理解
し，ものづくりの⾯⽩さを理解する」ことを⽬標にします。

S28 神⼦島 博隆 ほしいものだけをつくる有機化学 有機化学/有機⾦属化学/不⻫合成 〇 〇 7、9、12 応相談

私たちの⾐⾷住そして健康をささえている化学の重要性を説明
します。さらに、環境にやさしいものづくり（合成）につい
て、最新の例を取りあげて紹介します。また、海外出張および
国際共同研究・海外機関との連携を踏まえた科学者のネット
ワーク構築の重要性についても紹介します。

酵素について/⽣体内での⾦属の働き/⽣体内での酸素/活性酸素
/⽔の性質/⾐⾷住・健康/⾃然界のキラリティーと化学/コン
ピュータと化学/グローバル化における化学/量⼦線科学

S29 森 聖治
化学と⽣体・環境/グローバル化における化学の重
要性

物理化学/有機化学/⽣体内での⾦属の働き/⽔の性
質/⾐⾷住・健康/酵素/コンピュータと化学/⾃然界
のキラリティーと化学/グローバル化における化学
/量⼦線科学

〇 × 4,7,9,17 応相談

S30 島崎 優⼀ 体の中の無機化学 無機化学/⽣体内での⾦属の働き 〇 × 4、7、9、13 ⽕曜⽇午後

S31 藤澤 清史
無機化学/⽣体内での⾦属の働き/⽣体内での酸素/
活性酸素

〇 〇 7、13
⽕曜⽇午後
⾦曜⽇午後

S32 佐藤 格
有機化学/薬や毒になる有機化合物/⾃然界のキラ
リティと化学/天然物化学

〇 〇
3、4、9、14、
15

応相談

S33 ⿃養 祐⼆ 放射性核種/トリチウム燃料 〇 〇 応相談
福島で問題となっているトリチウムの話
(50分)や、核融合開発がどうなっているか
(50分)など、興味がある話をします。

S34 ⼭⼝ 峻英 化学と⽣命 ⽣化学、タンパク質、酵素 〇 〇
3、 9、 14、
15

応相談

理学科（化学コース）
化学と光

理学科（化学コース）
化学と⽣体・環境

私たちの⾐⾷住そして健康をささえている化学の重要性を説明
します。さらに、環境にやさしいものづくり（合成）につい
て、最新の例を取りあげて紹介します。
光合成タンパク質/⽣体内での⾦属の働き/⽣体内での酸素/活性
酸素/⽔の性質/⾐⾷住・健康/⾃然界のキラリティーと化学/コ
ンピュータと化学/グローバル化における化学/環境放射線/核融
合

化学と⽣体・環境

光は様々なエネルギーを持った電磁波の集合であり、多様な物
質に光を照射することで物質の状態を調べる、変換する、エネ
ルギーを取り出す等のことが出来ます。
下記に⽰すトピックスのいずれかについて平易な解説を⾏いま
す。
光合成/レーザー /分光/ミクロ分析/有機太陽電池/顕微鏡で⾒た
世界

化学と光

化学は種々の物質の成り⽴ちを明らかにするための学問として
誕⽣し、現代においてはさらに⽬的に合わせた機能性を付与し
た材料としての物質を⽣み出す社会基盤として無くてはならな
いものとなっています。下記に⽰すトピックスのいずれかにつ
いて平易な解説を⾏います。
分⼦の形と機能/化学結合/分⼦モデル/化学反応/有機EL/有機半
導体/エレクロニクス材料/
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S35 中村 ⿇⼦
DNA損傷、放射線、抗がん剤、宇宙⽣物影響、ベ
ンチャー起業

〇 〇 9 未定（都度調整）

S36 ⽥内 広 遺伝⼦の個⼈差、バイオテクノロジー 〇 〇 9 未定（都度調整）

S37 ⽥内 広 遺伝⼦を守る仕組み、放射線被ばく 〇 〇 9 未定（都度調整）

S38 ⼆橋 美瑞⼦ RNAi、ゲノム編集 〇 〇 9 未定（都度調整）

S39 ⼆橋 美瑞⼦ 昆⾍、体⾊、紋様形成、遺伝 〇 〇 9 未定（都度調整）

S40 鈴⽊ 匠 幹細胞、体を作る遺伝⼦、性決定 〇 〇 9 未定（都度調整）

S41 ⼩林 優介 細胞内共⽣、藻類、葉緑体、ミトコンドリア 〇 〇 9 応相談

S42 北出 理 社会性進化、昆⾍、シロアリ、⽣態 〇 〇 15 応相談

S43 及川 真平
⽣態学、地球環境変動、作物進化、グリーンイン
フラ

〇 〇 13、 15 応相談

S44 諸岡 歩希 外来⽣物、昆⾍、分類、⽣物多様性 〇 〇 15 応相談

S45 野⽥ 悟⼦ 環境微⽣物、⽣物間共⽣、バイオマス 〇 〇 15 応相談

S46 加納 光樹＊ 外来⽣物、⽔辺、⿂類、⾃然保護 〇 × 15 応相談
＊地球・地域環境共創機構・⽔圏環境
フィールドステーション

S47 中⾥ 亮治＊ 霞ケ浦、⽔質変化、⽣物群集変化 〇 × 15 応相談
＊地球・地域環境共創機構・⽔圏環境
フィールドステーション

S48 松本 哲也
サトイモ科テンナンショウ属、騙し送粉系、適応
放散

〇 〇 15 応相談

多様性⽣物学
理学科（⽣物科学コース）
多様性⽣物学

個体以上のレベルの⽣命現象を対象に、多様性⽣物学、⽣態
学、系統分類学、進化学に関連する授業を⾏います。

理学科（⽣物科学コース）
基礎⽣命科学

⽣命現象を理解するための基礎となる、遺伝学、分⼦⽣物学、
⽣理学、細胞⽣物学、発⽣学に関連する授業を⾏います。

基礎⽣命科学

3 / 4 ページ



2026年度茨城⼤学模擬授業︓理学部

授業科⽬名 授業概要 分類番号 担当教員 模擬授業タイトル キーワード
オンライ
ン対応

50分前後
授業
対応可否

SDGｓ
該当番号

模擬授業
可能曜⽇時間帯

備考

S49 河原 純 地震の科学 地震 〇 ○ 応相談

S50 ⼭⽥ 卓司
地震学の知⾒および最新の研究成果と、その防災
への応⽤

地震 〇 ○ 応相談

S51 野澤 恵
太陽が爆発するとき、私たちは何ができるでしょ
うか︖

太陽 〇 ○ 応相談

S52 野澤 恵 宇宙天気って何︖ 太陽 〇 ○ 応相談

S53 野澤 恵 宇宙天気予報⼠になろう︕ 太陽 〇 ○ 応相談

S54 北 和之 ⼤気環境の科学 ⼤気環境 〇 ○ 応相談

S55 若⽉ 泰孝 豪⾬の仕組みと防災・減災 気象・気候 〇 ○ 応相談

理学科（地球環境科学コース）
古環境・古⽣物の科学

地層や堆積物、それに含まれる化⽯を観察し分析することで、
地球上の⽣命や地球環境の⻑い歴史を読み解くことができま
す。講義では、地質学や古⽣物学の⾯⽩さを解説します。ま
た、
A)化⽯から復元する⽣態系や進化、地球環境情報の変遷
B)茨城県の地形や地質の特徴、６億年にわたる⼤地の成り⽴ち
C)海底堆積物を⽤いた古気候・古海洋変動を読み取る研究
D)話題の「チバニアン」
のいずれかについて、研究の⼀部を簡潔に紹介します。

S56 岡⽥ 誠 地質学から地球の歴史を探る 地質・地磁気 〇 ○ 応相談

理学科（地球環境科学コース）
⽕⼭の科学

⽕⼭は，なぜ噴⽕をするのか、どんな規模で噴⽕の仕⽅がある
のか、噴⽕による災害にはどんなものがあるのか講義します。
また、
A)マグマと岩⽯の関係性から⾒えてくる地球内部の出来事のか
らくり
B)⼈類未体験の巨⼤噴⽕とカルデラ形成
のいずれかについて、研究の⼀部を簡潔に紹介します。

S57 ⻑⾕川 健 ⽕⼭の科学 ⽕⼭・岩⽯ 〇 ○ 応相談

S58 ⼩荒井 衛 地形・防災 〇 ○ 応相談

S59 ⼭⼝ 直⽂＊ 地質・地形 〇 ○ 応相談
＊地球・地域環境共創機構・⽔圏環境
フィールドステーション

S60 橋⽖ 光 惑星・隕⽯ 〇 ○ 応相談

S61 藤⾕ 渉 惑星・隕⽯ 〇 ○ 応相談

理学科
（地球環境科学コース）
隕⽯・惑星の科学

隕⽯の分析を通して明らかになった、太陽系とその惑星のなり
たちを解説します。また、
A)⽔惑星・地球の起源
B)太陽系年代学
のいずれかについて、研究の⼀部を簡潔に紹介します。

隕⽯・惑星の科学

理学科（地球環境科学コース）
地震の科学

地震の震源では何が起きているのか︖地震の際、地球はどのよ
うに揺れているのか︖これらのテーマについて講義します。ま
た、A)地震波を⽤いた地球内部構造の推定や、B）地震発⽣予
測（地震予知）や緊急地震速報の精度向上に向けた研究につい
て、研究の⼀部を簡潔に紹介します。

理学科
（地球環境科学コース）
地層・地形と防災の科学

地層や地形には、過去の環境や出来事、災害の記録が残されて
います。地形がどのような環境要素や仕組みによって形成され
るのか講義します。また、
A)湖や海岸に⾒られる地形
B)⼟地の成り⽴ちと災害との関連り
のいずれかについて、研究の⼀部を簡潔に紹介します。

地層・地形と防災の科学

理学科（地球環境科学コース）
⼤気・太陽の科学

太陽は50億年ほど前に誕⽣し輝き続けています。その恩恵を受
け、我々の地球では豊かな⽣命を⽣み出しました。太陽の表⾯
には「しみ」のような⿊点があります。この⿊点は11年ごとに
増減します。2025年には太陽は⿊点数が極⼤になり、活発が激
しくなると予想されています。そこで太陽活動の変動(宇宙天
気、宇宙気候)が地球環境に及ぼす影響を考えてみましょう。

⼤気科学（気象・気候・⼤気環境）と地球温暖化・⼤気汚染・
気象災害など⼤気が関わる諸問題について講義します。具体的
には、
A)気象・天気予報のしくみ
B)地球温暖化のしくみとこれまでの気候変動
C)気候の予測と地球温暖化への適応
D)PM2.5やオゾンホールなど⼤気環境・⼤気汚染の現状と対策
E)豪⾬の仕組みと防災・減災
のいずれかについて、最前線の研究も紹介しながら説明しま
す。
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